^OTERIC 

巧]めにお読みください- P-03 を初めてお使いになるときは 


エソテ U ック製品をお買い上げいただき、誠にありびとラございます。 

P -03 を初めてお使いになるときは、まず最初にデジタル出力を設定する必要びあります。 

全ての接続び終わったら、 LU 下の操作を行ってください。接続した端テに合わせて正しく設定し 
ないと、音び出ません。 


D 本体の電源をオンにする。 



ディスプレーに r 0 UT > Select 」 び点滅表示されま 
す。 


0PLAY AREA ボタンを 2 回巧して設定を 
終了する。 



ここで還んだ設定を変更したい場合は、 P -03 の取扱 
説明書の1 S 〜19ページをお読みください。 


□スキップボタン （W/W) を使って、 
デジタル出力を切り換える。 




XLR 、 DUAL 、 し LINK、RCA 


スキップボタン([◄◄/►►〇を押すたびに設定び変わ 
0ます。 D / A コンバーターび接続されている端子を 
選んでください。 

♦ Dual AES 対応の機器と本機を2本の XLR デジタル 
ケーブルで接続している場合は、 DUAL を選んでく 
ださい。 

♦ ES 丄 INK は、スーパーオーディオ CD のデジタル出 
力を巧能にしたエソテ U ック独自のフォーマットで 
す。エソテリックの ES - UNK 対応の D / A コンパ’ータ 
-( D - 日3または D-m ) と本機の XLR 端テを2本の 
XLR デジタルケーブルで接続し、デジタル出力を 
DUAU こ設定した状態でスーパーオーディオ巳□を再 
生すると、自動的に ES - UNK フォーマットでの出力 

と加ます。 1 DOO 88120 OC 










































P-03 


目次 特長 
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さ6に進化したスーパーオーディオ CD 用 VRDS メカニズム 
(VRDS メカニズムの為に最適化されたオリジナル軸受搭載） 

VRDS>^ カニズムは、ディスクと同径のターンテーブル 
にディスクを確実にクランプさせることによ0ディスク 
自身の持つ固有振動やメカニズム系の不要振動を徹底排 
除し、ディスクにゆるやかな傾斜を与えることによりデ 
ィスクの反0や歪みを嬌正する方カニズムです。さらに、 
光学ピックアップとディスクのピット面の相対光軸精度 
び向上するため、ディスク読み取0エラーの減かやクロ 
ック回路へのタイ S ングエラー発生防止にち効果を発揮 
します。 

P-03 には、スーパーオーディオ CD 用に要求される高速 
回転と飛躍的な精度を実現するために、ターンテーブル 
の素材に航空機等にも使用されるジュラルミンを採用す 
るととをに、軽量かつ高精度に加工する新技術を開発し 

よし/し© 

更に、軸受部分には VRDS 方カニズムの為に最適化され 
たオリジナル軸受をベアリング方一力一と共同開発し搭 
載しました。転動体に高精度加工されたセラ S ック•ボ 
ールを使うことにより、非常に滑5かな回転を実現して 
います。この軸受をペアで予圧を掛けて使用することに 
より、 CD か5スーパーオーディオ CD までの幅広い回転 
数に対して、他の軸受方式では得5れない高剛性で高精 
度な回転を可能としています。このオリジナル軸受は曰 
本精エ株式芸社 (NSK) と共同開発いたしました。 

これを取り付けるブ U ッジに は 重量級2 日 m m 厚の 
SS4 日日 スチールを使用し、回転による振動を抑制して 
います。 

ネオジウムマグネット探用のコアレス式モーター 

大径ターンテーブルをスーパーオーディオ CD 用に高速回 
転させるために、長寿命3相ブラシレス-スピンドルモー 
ターを新開発しました。精密才 U ジナル軸受で強固に固 
定されたターンテーブルと相まって、回転ムラと振動を 
徹底的に抑えています。 

ネオジウムマグネットによる磁気回路は磁場解析などに 
より最適化され、モータードライブ電流の変動を少なく 
して、オーディオ回路などへの影響を減5しています。 

光卽の傾きを発生させないピックアップと速度帰還制御 
スレツド送り 

光ピックアップに高剛性の軸摺動方式を採用することに 
よって、レンズび傾かず、レーザー光軸は常に垂直に保 
たれます。スレッド送0部分にはエソテリックオ U ジナ 
ルのホール素テ検出型3相ブラシレスモーターを使巧し、 
速度帰還制御を行ラことによって、応答性に優れ、途切 
れのない滑5かな連続移動び可能にな0ました。 
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外部か 5 のディスクへの影響を遮断ずるシャッター機構 

トレー開閉部にシャッター機能を搭載しました。 

機密性を高め、が部か5の音圧/振動等によるメカユニッ 
卜への悪影響を排除します。ク□ーズ時にはシャッター 
自体び振動しない様にフ□ントパネルにメカニカルに □ 
ックします。 

電源部と本体部とが完全別シャーシのダブル-ブ□ック 
構造 

P -01 の設計思想を継承するダブル-ブ□ック構造。電源 
ユニット匡体、本体匡体は U アパネルに至るまで全く別 
の箱で構成されてお0、それぞれ独立したブ□ックの匡 
体び接合された構造を構築しています。 

高いアイソレーション性と電源ドライブ能力を限5れた 
スペースファクターの中で実現しています。 

電源は方カニズム-サーボ駆動巧とデジタル出力信号処 
理用の2トランス構成で、方カニズム-サーボ駆動用の卜 
ランスには電流の□スび少な<瞬発力の優れた高効率の 
W 巨トランスを採用してし、ます。 

音質に悪影響を与える巧が部振動を撤底排除ずる高剛性 
ボディコンストラクシヨン 

メカニズムを支えるシャーシには己 mm 厚、質量目 kg のス 
チール製ボトムプレートを採用。か装部にはフ□ントパ 
ネル、天板-底板-側板とわ肉厚のアルミ材を探用し、 
ボディ全体を ES 日 TER に独自の焼入鋼ピンポイントフッ 
卜(特許出願中)で支持。メカニズム取付けの高精度化と匡 
体の高剛性-無共振化を徹底しています。気品のあるシ 
ョートスクラッチで仕上げた肉厚のアルミ巧のフ□ント 
パネル、天板•底板•側板、さ5に曲線を採用したフロ 
ントコーナー部にわ探用したアルミ材のデザインは、屋 
体の高剛性-無共振化と共に最高峰のスーパーオーディ 
才 CD / CD トランスポートにふさわしい品位と風格を釀し 
だしています。 

CD のアップコンパート機肯目 

デジタルオーディオ出力は、高精度水晶発振器(温度特性 
を含め +3 ppm ) の採用により、ジッターの低減とアップ 
コンバートび行われ出力されます。 CD 再生時はアップコ 
ンバート機能により最大 fsl 7日. 4 l < Hz での出力び巧能で 
す。（スーノ くーオーディオ CD は DSD 信号 ( 1 bit 目 4 fs ) のま 
ま出力されます）さ5に、 CD の PCM 信号を DSD 信号に 
コンバートするモードを新たに追加。それぞれの信号に 
よる質感の違いを、繊細なタッチで描さ分ける表現力を 
獲得しました。音楽ジャンル、スピーカーやアンプなど 
組み合わせる八ード機器に合わせ、 PCM 信号、 DSD 信 
号を切換えて楽しめる、 ES 日 TER にな5ではのオーディ 
才演奏の提案です。 


デジタルオーディオ出力端子 

出力端テは、 XLRX 2 系統 ( ES - UNK および Dual AES 出 
力時は、2つの端テを使用するので]系統にな0ます)、 
RCAX 1 系統 、 i . LINKX 1系統を装備しています。 

RCA 端テか5は、スーパーオーディオ CD の音声は出力 
されません。 

ス ー J ーオーディオ CD のデジタル出力を可能にした、エ 
ソテリックの独自フォーマット ES-LINK 

スーノ くーオーディオ CD のデジタル出力は、 XLR 端テを使 
った ES 日 TER にの独自フォー マッ ト ES - LINK 、 または 
IEEE ] 394インターフェースによ0出力されます 。 XLR 
DUAL 出力び選択されている状態でスーパーオーディオ 
CD を再生すると、自動的に ES - UNK フォー マッ トでの出 
力となります。現時点で ES - UNK に対応している D/A コ 
ンバーターは、ペアとなる ESOTERIC D / A コンバータ 
-「 D - 日 3」及び 、 ES 日 TER にモノラル D / A ] ンバーター 
「□-01」です 

WORD SYNC 

WORD S 丫 NC 機能により、外部か5の W 日 RD ク□ック 
に同期することびできます。入力可能周波数は、 
44.1/88.2/ 17目.4/] 日 OkHz です 。 W 日 RD ク□ックと 
出力 Fs び同じ周波数のときには 、 W 日 R 日ク□ックと出力 
デジタル信号の位相差を1 cr 内にする仕様としま した。 

内部配線巧に最高性能を追求 

内部配線材には、高純度目 N 銅を導体に使って、ピュアで 
高分解能とテクスチャーを併せ持つヴウンドを追求しま 
した。目 N 銅線材の被覆には音質と環境性を考慮したポ IJ 
オレフィンを使っています。またその他の線材の被覆ち、 
PVC を使わないちのとしました。この高純度日 N 銅ケー 
ブルは ES 日 TE 阿 CrMEXCEU インターコネクトケーブ 
ル、 8 N 銅パワーケーブルと同様に株式芸社アク□ジャパ 
ンの協力により共同開発いたしました。 

再生エリア切換ボタンをフ□ントパネルに配置。 

八イブ U ッ ドのスーノく一才ーデイオ CD の再生ェリアを、 
リモコンだけでなく本体でも切り換えることびできます。 


Super Audio CD と DSD は登録商標です。 
n.LINK」 は、 lEEEl 394-1 日9已仕様およびその拡張仕様を示す 
呼称です。 R は、 i.LINK に準拠した製品につけられる□コ"です。 
n . UNK 」 と R は ソニー 株式会社の商標でず。 
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安全にお使いいただくために 


製品を安全に正しくお使いいたださ、あなたや他の人々への危書や財産への損害を未然に防止する 
ために、 LU 下のを意事項をよくお読みください。 


/ fi 巧女パー UTF の巧をを無視して誤った取り扱いをずると、义災ゃ感電などによって、 
/■\ S 1=1 死 t ゃ大怪我などの人身事故の原因となりまず。 

运 

電源プラグを 
コンセントか 
5 掘ブ 

万一、異常び起きた 5 

煙が出たり、変なにおいや音がずるときは。 

機器の内部に異物や水などが入ったときは。 

この機器を落としたり、キャビネットを破損したときは。 

すぐに機器本体の電源スイッチを切り、電源プラグをコンセントか b 抜いてください。 
異常状態のまま使用すると、乂災•感電の原因となります。販売店または弊社ヴー 
ビス部門に修理をご依頼ください。 


電源コードを傷つけない。 

電源コードの上に重いちのをのせたり、コードを本機の下數きにしない。 

電源コードを加工したり、無理に巧げたり、ねじったり、引っ張ったり、加熱した 
りしない。 

コードび破損すると火災•感電の原因となります。万一、電源コードび傷んだ5 
(お線の露出、断線など)、販売店または弊社サービス部門に交換をご依頼ください。 

0 

禁止 

電源プラグにほこりをためない。 

電源プラグとコンセントの間にゴ S やほこりび付着すると、乂災-感電の原因とな 
ります。電源プラグを巧いてか日、ゴミやほこりを取り除いてください。 


交流100ボルトじ1外の電圧で使用しない。 

この機器を使巧でさるのは日本国内のみです。表示された電源電圧(交流100ボル 
トルソ外の電圧で使用しないでください。また、船舶などの直流 (DC) 電源には接続 
しないでください。火災-感電の原因となります。 


機器の上に巧びんや水などが入った容器を置かない。 

内部に水び入ると乂災-感電の原因となります。 
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A msuM - 1ソ下の内容を無視して誤った取り扱いをすると、义災ゃ感電などによって、 
/■\胃 D 死亡ゃ大怪我などの人身事故の原因となります。 

分辭禁止 

この機器のカバーは絶対に外さない。 

カバーを開けたり改造すると、火災•感電の原因となります。内部の点検•修理は 
販売店または弊社サービス部門にご依頼ください。 

〇 

強制 

この機器を設置ずる場合は、壁か日 20 cmU 上の間隔をおく。また、放熱をよくず 
るために、他の機器との間はかし離して置く。 

ラックなどに入れるときは、機器の天面か日日 cm む上、背面か510 cmL ソ上のす 
さまをちける。 

内部に熱びこちり、乂災の原因となります。 


ん ♦年 - r * T - |ソ下の巧容を無ネ目1，て胃ちった-取り扔いをする户、辟兩やその化の韦がし-よっ 

/! \ / i 局て、怪我をしたり、周辺の家財に損害を与えたりずることがあります。 


才ーディオ機器、スピーカー等の機器を接続する場合は、各々の機器の取扱説明書 
をよく読み、電源を切り、説明に従って接続ずる。 

また、接続は指定のコードを使用ずる。 

〇 

強制 

電源を入れる前には音量を最ルにする。 

突然大さな音び出て聴力障害などの原因となることびあります。 

この機器は約 30kg あり大変重いので、開個や持ち運びの際はけがをしないよラに 
ま意ずる。 


この機器はコンセントの近くに設置し、電源プラグに簡単に手が届くようにする。 

異常び起さた場合は、すぐに電源プラグをコンセントから巧いてください。 
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A ^ L ソ下の内巧を無視して誤った取り扱いをすると、感電やその他の事故によっ 

/!\ /i 局て、怪我をしたり、周辺の家財に損喜を与えたりずることがありまず。 


ぐ日ついた台の上や傾いた所などす安定な場所に置かない。 

湿気やほこりのをい場所に置かない。 

調理台や加湿器のそばなど油煙や湯気があたる場所に置かない。 

乂災-感電やけびの原因となることびあります。 

0 

禁止 

電源コードを熱器具に近付けない。 

コードの被ふくびミ容けて、火災-感電の原因となることびあります。 

磊れた手で電源プラグを巧を差ししない。 

感電の原因となることびあります。 


電源プラグを抜くときは、電源コードを引っ張日ない。 

コードび傷つさ、火災•感電の原因となることびあります。必ずプラグを持って巧 
いてください。 


ディスクの挿入□に手を入れない。 

特におモ様にはごま意ください。けびや故障の原因となることびあります。 

處 

電源 プラグを 
コンセントか 

移動させる場合は、電源スイッチを切り、必ず電源プラグをコンセントか5抜き、 
外部の接続コードをがず。 

コードび傷つき、火災-感電の原因となることびあります。 

旅行などで長期間この機器を使用しないときは、ま全のため必ず電源プラグをコン 
セントか日抜く。 

5掘ブ 

お手入れの際は安全のため電源プラグをコンセントか5抜く。 

感電の原因となることびあります。 


口 

愛情点検 


電源ケーブルや本体に異常びないか、定期的に点検してください。 

已年に 1 度は、販売店または弊社サービス部門に内部の点検をご依頼ください。 
費用についてはお問い合わせください。 
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使用上のを意 


付属品の確認 

万一、付属品に不足や損傷びありましたら、お買い上げに 
なった販売店または弊社サービス部門にご連絡くださし、 

電源コード XI 
U モコン ( R 仁-曰8已 ） x 1 
U モコン用乾電池禅 3) x 2 本 
フエ J レト X 3 枚 
取扱説明書 XI 
ご愛巧ちカード X ] 


設置について 

本機の底板には、工具鋼を焼を入れ処理した高硬度ピ 
ンポイント脚と鉄製の脚び強固に取0付け5れていま 
す。 

フットスタンドはぐ5ついた状態になっていますび、 
設置するとピンポイント支持になり、振動を効果的に 
分散させます。 


ピンポイント脚 



フツトスタンド(鉄製） フットスタンドび落ちない 

よラに止めるためのネジ 


♦本機は大変重いので、設置の際は、けびをしないよラ 
に十分ごま意ください。 

♦床を傷付けたくない場合は、フットスタンドの裏に付 
属のフェルトを貼ってお使いください。 


電源の極性管理について 

本機はよ0良い音質を得るために、電源の極性管理をし 
ています。付属の電源コードのプラグ部分に、び刻 
印されている方びアース側です。 

一般的に、家庭用電源コンセントの差し込み口は、長い 
溝の方び アース 側です。び付いている側の差し込み 
刃をコンセントの長い溝のちに差し込んでください。な 
お、極性管理されていない電源コンセントに接続すると 
をは、電源プラグを逆に差し込んでみるなどのち法で音 
質の良いでを選択してください。 



お手入れ 

表面び'汚れたときは乾いた柔5かい巧で拭いてくださ 
し、ひどい汚れは、薄めた中性洗剤をかし含ませた柔 
らかい巧で}式いたあと、固く絞った巧で水}式きしてく 
ださい。 

ゴムやビニール製品を長時間触れさせると、キャビネ 
ットを傷めることびありますので避けてください。化 
学ぞラさんやベンジン、シンナーなどで拭かないでく 
ださい。表面を傷める原因となります。 

A お手入れはををのため電源プラグをコンセントか5 
巧いて行ってください。 
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使用上のま意 ディスクについて 


♦本機の上には物を置かないでください。 

♦直射曰光び当たる場所や暖房器具の近くなど、温度び 
高くなるところに置かないでください。 また 、アンプ 
など熱を発生する機器の上には置かないでください。 

♦再生中はディスクび高速回転しているので、本機を持 
ち上げたり動かしたりしないでください。ディスクを 
傷つける恐れびあ0ます。 

♦ ガラスドア付きラックに設置した場合、ガラスドアを 
閉めたままリモ]ンの日 PEN / CL 日 SE ボタン ( A ) を押 
してディスクトレーを開けないでください。強い力で 
ディスクトレーの動さび巧げ5れると、故障の原因に 
な0ます。 

♦本機を移動したり、引っ越しなどでお包する場合は、 
必ずディスクを取り出して<ださい。ディスクを内部 
に入れたまま移動すると、故障の原因となります。 

♦ 安定した場所に設置してください。 

♦テレビ放送の電波状態によ0、本機の電源を入れたま 
まテレビをつけると画面にしま模様び出る場合びあり 
ますび、本機やテレビの故障ではありません。このよ 
うな場合は本機の電源を切ってください。 


結露現象について 

本磯を寒い戸がか5暖かい室内に持ち込んだり、設置 
した部屋の暖房を入れた直後などには、動作部やレン 
ズに水滴びついて正常に動作しないことびあります。 
この場をは、電源を入れて]〜2時間そのまま放置して 
ください。正常に再生できるようになります。 


下の表に表示されているマークはディスクレーベル、ま 
たはジヤケットに付いています。本機はこの表のデイス 
クをアダプターなしで再生することびできます。 

この表のディスク L 处がは再生できません。 


本機で再生できるディスクの種類とマーク 


スーパー オーディオ CD 


音楽巧 CD 



上記 W がのディスクを再生ずると、大音量のノイズを発 
生してスピーカーを破損したり、聴覚を傷付ける恐れが 
ありまず。上記 ly がのディスクは絶巧に再生しないでく 
ださい。 

♦ DVD ビデオ、 DVD オーディオ、ビデオ仁□などは再生 
でさません。 

♦ DVD - ROM 、 CD - R 日 M などは再生できません。 

♦ コピーコント□-ル CD や DualDisc など、 CD の標準 
規格に準拠して いない 特殊なディスクは正常に再生で 
さないことびありまず。本機で特殊なディスクを使用 
した隙の動作や音質については保証致しかねます。特 
殊なディスクの再生に支障びある場含は、該当するデ 
イスクの発売元にお問い合わせください。 


CD-R/CD-RW について 

本機は音楽 CD フォーマツ トで記録された CD - R / CD - 
RW を再生することびできます。 

♦ CD レコーダーで作成したディスクは、忘れずにファ 
イナライズしてください。 

ディスクの品質、記録の状態によっては再生できないこ 
とがありまず。詳しくはお手持ちの機器の説明書をお読 
み < ださい。 
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ディスクの取り扱い 

♦ディスクはレーベル面を上にしてセツトしてください。 

♦ディスクをケースか5取0出すとさは、必ずケースの 
中むを一度押して、ディスクのが周部分を手ではさむ 
ように持ってください。 

取り出し方 ディスクの正しい持ち方 


♦信号記録面に指紋やほこ0びついた5、柔5かい布で 
巧側中むか5外側へ直角方向に軽くおいてください。 
ディスクのちれは画質-音質低下の原因となりますの 
で、いつちされいに清掃して保管してください。 



♦ 市販の C □用スタビライヴーは、絶対に使用しないで<だ 
さい。再生できなくなったり、故障の原因となります。 

♦ ヒビび入ったディスクは使巧しないで<ださい。 

♦八ート形や y V 角形など特殊形状のディスクは、機器の 
故障の原因となりますので使用しないでください。 



0 

お 

の 


♦本機は VRDS ターンテーブルメカニズムを使用していま 
すので、ディスクのレーベル面びミちれていると、ディス 
クがターンテーブルに貼り付いてしまラ原因となりま 
す。ディスクのレーベル面にミちれびついた5、柔らかい 
巧などでおを取ってください。 

♦ レーベル面に印刷するタイプのディスク(プリンタブル 
ディスク)は使巧しないでください。表面び特殊加工さ 
れているため、本機にかけると、ディスクび取0出せ 
なくなったり、故障の原因となることびあります。 




♦レコードクリーナー、帯電防止剤、ベンジン、シンナ 
一などで絶対に}式かないでください。これ5の化学薬 
品で表面び侵されることがあ0ます。 

♦直射曰光び当たる場所や、高温多湿な場所には放置し 
ないで < ださい。 

♦ レーベル面に紙などを貼ったり、ボールペンなどで艾 
字を書かないでください。 

♦再生び終ったディスクは、必ずケースに入れて保管し 
てください。そのままディスクを放置するとそりやキ 
ズの原因となります。 

♦ディスクにラベルなどを貼5ないでください。ディス 
クにセ□八ン テープ やレンタルディスクのシールなど 
をはびしたあとびあるちの、またシールなどか5糊び 
はみ出ているちのは使用しないで<ださい。そのまま 
本機にかけると、ディスクび取り出せなくなったり、 
故障の原因となることびあります。 
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接続 


どれか1系統を 
[} 接続して<ださ 
し、。 



AC 100 V 


各デジタル音声出力端子か5出力可能な信号 



XLR 端テ1個を 
接続した堤合 

XLR 端子2個を 
ES - UNK 対応機器 
と接続した堤合 

し UNK 端子を 
接続した場合 

RCA 端デを 
接続した場合 

スーノ f 一才ーデイオ CD の再生時 

不可 

可 

巧 

不可 

C □再生時にアップコンバートを 
CONV 44.1 /88.2/17氏4にした場合 

176.4 kHz まで可 

176.4 kHz まで可 

(44.1 kHz *) 

176.4 kHz まで可 

CD 再生時にアップコンバートを 
CONV DSD にした場合 

不可 

巧 

(44.1 kHz *) 

不可 


D / A コンパーター （ D -03) 
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: i 丄 INK 端子から出力される信号はアップコンパ‘ート回路を通らないため、アップコンパ'-卜しないデータび出力されます。 
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A 接続時の注意 

♦全ての接続び終わってか5電源プラグを差し込んでく 
ださい。 

♦接続する機器の取扱説明書をよく読み、説明に従って 
接続して < ださい。 


□ デジタル音声出力端子 

デジタル音声を出力します。 D / A コンバータ ー(□- 
03など)のデジタル入力端子と接続してください。 

接続には市販のケープルをお使いください。 

XLR :バランス型 XLR デジタルケープル 
RCA : RCA 同軸デジタルケーブル 
i . LINK(AUDIO S 400) : 

S 4 日0対応の目ピンのし LINK ケーブル 
( IEEE 13目4ケーブル） 

接続した端子に合わせて、デジタル出力を切り換え 
てください。 （18 ページ） 

スーパーオーディオ CD のデジタル音声を出力ずるた 
めには、エソテリックの ES 丄 INK 巧応の D / A コンパ’ 
—夕 一( D -03/ D -01)、 またはし LINK ( AUDIO ) 端子 
のある D / A コンパーターが必要でず。 


♦ D / A コンパーターび ES 丄 INK または Dual AES に対 
応している場合は、2本のケーブルを使って本機の 
XLR 1( L ) 端子と D / A コンバーターの L 端テ、本機の 
XLR 2( R ) 端テと D / A ] ンバーターの R 端子をそれぞ 
れ接続してくださし、。 

♦ LUNK ( AUDI 日)端テは、接続した機器との双ち向の 
データ転送び巧能なインターフェースです。入力/出 
力の区別はあ0ません。 

♦ lLINK 端テを使うとさは、接続した機器に合わせて 
aUNK 出力の設定」に tream 日 ut ) を切り換えてく 
ださし、。 (30 ページ） 

♦「 RESERVED 」 は、将来 P -03 をバージョンアップす 
る際に端テを増設するためのスペースです。 


□ つー ドシンク入力端子 [WORD SYNC IN ] 

同期信号を入力します。 

市販の日 NC 同軸デジタルケーブル(インピーダンス 
び 7 已 n のもの)を使って、 D/A] ンバーターまたは 
マスターク□ックジェネレーターのワードク n ック 
出力端子 (WORD SYNC 日 UT) と接続してくださ 
い。 

g 本体部アース端子 [ GND ] 

Q 電源部アース端子 [ GND ] 

各 SIGNAL GND を市販のビニール電線で D/A コン 
バーターやアンプなどとアース接続すると、音質び 
良くなることびあります。 

♦ 安全アースではありません。 


曰 電源コード 

電源コード接続ソケットに付属の電源コードを差し 
込んでください。全ての接続び終わった5、電源プ 
ラグを AC ] 日 0 V の電源コンセントに差し込んでくだ 
さい。 

♦ 本機の電源コード接続ソケットは3ピン仕様になっ 
ていますび、アースピンはシャーシには接続されて 
し、ません。 

A エソテリック純正の電源コードし^がは使わないでく 
ださい。乂災や感電の原因になることびあります。 
また、長期間使用しないときは、コンセントか5電 
源プラグを抜いておいてください。 


エソテ U ックでは、 U フアレンスとしてエソテリック 
MEXCE しストレスフリ ー7 N ケーブルを使用していま 
す。エソテリック MEXCEL ケーブルシリーズは、じ ( 
下のわのび発売されています。 

RCA オーディオケーブル XLR デジタルケーブル 
XLR オーディオケーブル巨 NC デジタルケープル 
RCA デジタルケーブル スピーカーケーブル 
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接続例 （3 台の D -03 との接続) 


D -03 

( LS / RS ) 


D -03 
に/ LFE ) 


D -03 

( L / R ) 



スーパーオーディオ CD をダウン S ックスなしでマルチチ 
ヤンネル再生ずるためには、3台の 0-03 び必要でず。 

まず、 P -03 の i . UNK ( AUDI 日）端テを D - 日3の 
i . UNK ( AUDI 日)端テと接続します。次に、 0-03 のもうひ 
とつの i . LINK ( AUDI 日)端テを、もう]台の D -03 と接続し 
ます。3台目も同様に、数珠つなぎに接続します(順不同)。 
ワードシンク端テは図のように接続してください(順不同)。 


ク□ックジェネレータ ー G - 日/ G - 日 S を接続する場合は、 G - 
O / G - Os のワードク□ック出力端子 ( W 日 RD CLOCK 
日 UT ) を、 P - 日3と各 D -03 の W 日 RD SYNC IN に接続して 
<ださい。 


本機の設定 

デジタル出力り日ぺ一 

-ジ) i.LINK 

WORD ボタン 

ON 

D -03 の設定 

INPUT ボタン 

i.LINK 

WORD ボタン 

マスターク□ツクとして使用する1台目 
は OUT、 2台目と3台目は IN。G- 日/ 
G-Os を接続した場合は、3台共 IN。 

W 0UT 嚴定） 

176.4または 88.2 

CH_SEU 設定） 

該当するチヤンネル 


G -0/ G - Os の設定 


周波数切換ボタン (A, B. C) 

17目. 4kHz または S8.2 

FREQUENCY MODE ボタン 

44.1 kHz 




BNC 同軸デジタルケ—ブル 
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し LINK (IEEE 1394) 


i . LINK とは、国際標準規格である IEEE 1394 の別称です。 
本徽ま i . LINK ( AUDI 日)に対応しています。 

本機の i . UNK ( AUDI 日)端テに i 丄 INK ( AUDIO ) 対応機器を 
i 丄 INK ケーブルで接続すると、 2 chU ニア PCM 信号やマ 
ルチチャンネルの圧縮オーディオ信号に加え、従来アナ 
□グでしか伝送でさなかったスーノ く一才ーディオ CD のマ 
ルチチャンネル信号をデジタルのまま伝送することびで 
をます。複数の LUNK 対応機器を接続する場合、他の機 
器を経由して接続してをデータのやりと0び可能ですの 
で、接続順序を意識する必要びありません。 


著作権保護システム DTCP 

し LINK を使ってスーパーオーディオ CD や DVD オーディ 
才の音声を再生するためには、再生機器と D / A コンバー 
ターの双方び菅作権保護システム DTCP (Digital 
Transmission Content Prate 巳 tion ) に对化、していなけ 
ればなりません。 

本機は DTCP に対応しています。 


データ 転送速度 

し LINK 対応機器のデータ転送速度には、1日日 Mbps 
( S 1 日日)、2日日 Mbps ( S 2 日日)、4日日 Mbps ( S 4 日日)の3 
種類びあります。本機の最大データ転送速度は400 Mbps 
です。 

接続には、市販の S 4 日日対応の日ピン LLINK ケーブルをお 
使い < ださい。 

複数の機器を接続するとさに、データ転送速度の遅い磯 
器を間に挟むと、データ転送速度び遅くなります。でき 
るだけデータ転送速度び同じ機器を上流に並べて接続し 
て < ださい。 


ま意 

♦ lLINK の伝送フォーマツトには、本機の 「LLINK 
( AUDI 日)」(众创\/1プロトコル)の他に、巨 S デジタルなど 
の rMPEG -2 T 引、 DVD レコーダーやデジタルビデオ 
の 「 DV 」 などびあります。本機に LUNK ( AUDI 日)非巧 
応の機器(パソコンの周辺機器など)を接続すると、誤 
動作や故障の原因にな0ますので、絶対に接続しなし、 
で < ださし、。 

♦ データ転送中は、つなびっている機器の i 丄 INK ケーブ 
ルを抜さ差しした0、電源をオン/オフしないでくださ 
い。 


♦し LINK 対応機器によっては、電源びオンになっていな 
いとデータを中継でさないちのびあります。 

♦ し LINK に対応していても、機器によっては動作しない 
ことびあります。 

♦受信側の機器び本機の出カモードに対応していないこ 
とびあります。接続する機器の取扱説明書をよくお読 
み < ださい。 

複数のし LINK 機器を接続ずるには 

デイジーチェーン接続（数珠つなぞ） 

数珠つなぎに一列に接続する場含は、本機を含めて17台 
まで接続でをます。 



ッリー接続 

i . UNK 端テを3個 ULL 備えている機器びある場合、違中で 
分岐して接続することわできます。本機を含めて] 7台ま 
で接続でさまず。 



信号を出力した機器に、同じ信号び戻ってしまラと動作 
しません。接続び輪(ループ)にな5ないよラにま意してく 
ださい。 
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各部の名称（本体) 



@電源ボタン [ POWER ] 

電源のオン/オフを切0換えます。電源びオンのとを 
は、ボタンの周囲び青く光0ます。 


图再生エリアボタン [PLAY AREA ] 

八イブ U ツドのスーパーオーディオ CD をセツトした 
状態で停止中に押すと、スーパーオーディオ CD の再 
生エ U アを切0換えます。 （21 ページ） 

このボタンを2秒 ULL 押すと、デジタル出力と優先再 
生ェ U アの設定モードにな0ます。 （18 ページ） 


[3 ディスクトレーとシャッター 


@スキップボタン [[◄◄/►► I ] 

前または後ろにスキップします。再生中に1秒 L 处上巧 
し続けると再生スピードび変わります。 （22 ページ） 


才ープン/ク□—ズボタン [ OPEN / CLOSE ] 

ディスクトレーを開閉します。 

トレーの開閉中とディスクの読み込み中は、インジケ 
ーターび点滅します。 

トレーにディスクびセツトされているとをは、インジ 
ケーターび点灯します。 


[0 再生/一時停止ボタン [ PLAY ] 

ディスクを再生または一時停止します。 
インジケーターは、再生中は点灯し、一時停止中は点 
滅します。 （21 ページ） 


固停止ボタン [ STOP ] 

再生を停止します。 （21 ページ) 


@デイ スプレー 


のリモコン受光部 

U モコンか5の信号を受信します。リモコンを使巧す 
るとさは、 I 」モコンの先端をこち5に向けて操作して 
ください。 （17 ページ） 


のアップコンパ’ートボタン [UP CONVERT ] 

アツプコンバートの倍率を切0換えます。 
た日ページ） 


[ K ] ワードボタン [ WORD ] 

ワードシンクのオンとオフを切り換えます。オンにす 
ると、外部入カク□ックをマスターとしてシンク動作 
します。た7ページ） 


14 






































^OTERIC 


各部の名称（ディスプレー) 


巧 


囚 


□ 回 



SACD 


TOTALF 


1 


II 


■■■■■ fifif 
iiifi fIlfI 

mil Iff f ■ 
f If II mil 


fifii fifif ififi 
I ififi fiiii ■■■■■ 

11111 Illfl f nil 

■ f f If mil ifffi 


■IfIf Illfl IfIfI 

} fIfIf fifii IfIf■ 

iiiff f If II 

■ 1111 Illfl f nil 


» Illfl fIlfI 
■IfIf Illfl 

,fIfII mil 

iiiff ffill 


由田 


□ ディスクインジケーター 

セツトされているディスクの種類(スーパーオーデイ 
才巳□または CD ) を表示します。 


rti チヤンネルインジケーター 

再生中の音声チャンネルび点灯します。 


向 トラックインジケーター 

トラック番号を表示しているときに点灯しまず。 
た已ぺージ） 


Q トータルインジケーター 

総再生時間の表示中に点灯します。 （2 日ページ) 


ロ リメインインジケーター 

残り再生時間の表示中に点灯します。 （2 日ページ) 


0 GUI インジケーター 

SETUP ボタンを押して設定モードにずると点灯しま 
す。 


〇メッセージ表示部 

再生時間など各種方ッセージび表示されます。 


n リビートインジケーター 

U ピート再生中に点灯します。た4ぺージ) 


Q 一時停止インジケーター 

-時停止中に点灯します。（引ぺージ) 


D 再生インジケーター 

再生中に点灯します。た〇ページ) 


H ダウン S ックスインジケーター 

マルチチヤンネルの音青をダウン S ックスして出力し 
ているときに点灯します。た4ページ） 


EI 已 . 1チヤンネルインジケーター 

音声出力の設定び 「Multi ch 」 のときに点灯します。 
に4ぺージ） 
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各部の名称（リモコン) 


【3数字キー 

還巧に使います。 




口 


回 
S 

0 — 

咕 

0 — 

a— 




[3 再生エリアボタン [PLAY AREA ] 

八イプリツドのスーパーオーディオ CD をセツトした 
状態で停止中に巧すと、スーパーオーディオ CD の再 
生ェ U アを切り換えます。 （2] ページ） 


Q 吕チヤンネル/マルチチヤンネルボタン 
[吕 CH / MULTI ] 

音声出力の2チヤンネル/マルチチヤンネルを切り換 
えます。 （24 ページ） 


0スキヤンボタン [ SCAN ] 

早送り/早戻しに使用します。た2ぺージ) 


曰 停止ボタン (■) 

再生を停止します。 （21 ページ) 


[3 再生ボタン (►) 

ディスクを再生します。 （3 日ページ) 


0ち向ボタン(上下をち)と ENTER ボタン 

設定モードで使います。ち向ボタンで項目を選択して、 
ENTER ボタンで確定します。 （28 ページ） 


〇セットアップボタン [ SETUP ] 

設定モードにするとさに押します。 （28 ページ) 


〇オープン/ク□ーズボタン ( A ) 

ディスクトレーを開閉します。 （21 ぺージ) 


D クリアボタン [ clear ] 

数字キーを押し間違えたとをなどに使います。 


□ ディスプレーボタン [ D 旧 PLAY ] 

再生中または停止中にこのボタンを巧すと、ディスプ 
レーの表示び切り換わ0ます。 （2 已ページ） 
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リモコンの使い方 


Q FL ディマーボタン [FL DIMMER ] 

本体のディスプレーの明るさを 4 段階で調節でさま 
す。 （2 日ページ） 


GJ 3 リピートボタン [ REPEAT ] 

リピート再生に使用しまず。但4ぺージ) 


GJ プ□グラムボタン [ PROGRAM ] 

プ□グラム再生に使巧します。た3ページ) 


0スキップボタン 

前または後ろのトラックにスキップします。 
(22 ぺージ） 


[3 —時停止ボタン (■■) 

再生を一時停止します。た1ぺージ) 


のリターンボタン [ RETURN ] 

設定モードになっているとをにこのボタンを押すと、 
一つ上の項目に戻0ます。 （28 ページ） 


□ DA 仁出カレベルボタン [DAC OUTPUT l _ EVEL ] 

別売の D / A コンノ（一夕一 D - 日1の出カレベルを調節で 
きます。このボタンを押すとさは、 U モコンの先端を 
D - 日]の デイスプレーに 向けてください。 

(□- 日3では機能しません） 


□ DVD オーディオ専用ボタン 

政下のボタンは DVD オーディオ専用でず。将来、 P - 
日3をバージョンアップすると使えるよラになります。 

才ーディオボタン [ AUDIO ] 

再生中にこのボタンを押すと、音声び切り換わります。 

グルー プポタン [ GROUP ] 

前または後ろのグループにスキップします。 


リモコン使用上のま意 

♦ U モコンの先端を本体の U モコン受光部に向けて、7 
メートル政巧の距離で操作してください。本体とリモ 
コンの間には障害物を置かないでください。 

♦ U モコンの受光部に直射日光や照明の強い光び当たつ 
ていると、リモコン操作びでさないことびあります。 
♦本機の U モコンを操作すると、ホが線によりコント□一 
ルする他の機器を誤動作させることびありますのでご 
ミち意 < ださい。 


電池の入れ方 

ドライバーを使ってリモコン下部のフタをがし、電池ケ 
—スを引さ出してください。违)と©の向きを確認して乾 
電池(単3开ミ侣本を入れたら、電池ケースを戻し、フタを 
閉めて < ださい。 



電池の交換時期は… 

操作範囲び狭くなったり、操作キーを巧してち動作しな 
い場合は、 2本とわ新しい電池に交換してください。 

電池についてのま意 

A 乾電池を誤って使用ずると、液ちれや破裂などの原 
因となることがありまず。 ly 下のを意をよく読んで 
ご使用ください。 

♦乾電池の®と©の向きを、電池ケースに表示されてい 
るとおりに正しく入れて < ださい。 

♦新しい乾電池とちい乾電池、または種類の違ラ乾電池 
を混ぜて使用しないでください。 

♦乾電池は絶対に充電しないでください。 

♦長い間 （1 ヶ月じし L ) リモコンを使用しないとさは、電池 
を取0出しておいてください。 

♦液われを起こしたときは、ケース内に付いた液をよく 
拭を取ってか5新しい電池を入れてください。 


// 



デジタル出力と優先再生エリァの切換 


接続した端子に合わせて、デジタル出力を切り換えてく 
ださい。正しく設定しないと、音が出ません。 

P -03 をな]めてお使いになるときや、設定を工場出荷時の 
が態に戻したときは、別紙 r 巧めにお読みください • P - 
03をな]めてお使いになるときは」の方法で設定してくだ 
さい。 


D 本体の電源をオンにずる。 



且スキップボタン （w/w) を使って、 
デジタル出力を切り換える。 



XLR 、 DUAL 、 しし INK、RCA 

スキップボタン([◄◄/►►〇を押すたびに設定び変わ 
ります。 D / A コンバーターび接続されている端テを 
選んでください。 


♦ Dual AES 対応の機器と本機を2本の XLR デジタル 
ケーブルで接続している場合は、 DUAL を選んでく 
ださい。 


□ PLAYAREA ボタンを2秒な上巧し続ける。 




デイスプレーに r 日 UT >***」 び表示されたら指を離し 
て < ださい。 

卜 ** の部分は設定によつて異なります） 


♦ ES 丄 INK は、スーパーオーディオ仁□のデジタル出 
力を巧能にしたエソテ U ック独自のフォーマットで 
す。エソテリックの ES - UNK 対応の D / A コンパ'-夕 
-( D - 日3または D-m ) と本機の XLR 端テを2本の 
XLR デジタルケーブルで接続し、デジタル出力を 
DUAU こ設定した状態でスーパーオーディオ CD を再 
生すると、自動的に ES 丄 INK フォーマットでの出力 
とな0ます。 

デジタル出力だけを設定ずる場合は、百の設定後10秒 
放置ずると設定を終了して通常の表示に戻りまず。 

スーパーオーディオ CD の再生エリアを設定ずる場含 
は、 E ! に進んでください。 


設定モードにな0、 GUI インジケータび点灯します。 
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Q PLAY AREA ボタンを軽く巧す。 


PLAY AREA 



現在の設定 ( rLAYER > SACD 」 または 
rLAYER > CD 」) び表示されます。 


□ play area ボタンを軽く f 甲して設定を 
終了ずる。 


PLAY AREA 



または、 ] 日秒間放置すると設定を終了して通常の表 
示に戻0ます。 


スーパーオーディオ CD の中には、2チヤンネルとマ 
ルチチヤンネルび記録されたディスクや、スーパー 
才ーディオ CD と C 日の2層構造になっている八イブ 
U ツドディスクびあ0まず。 

八イブ U ツドのスーパーオーディオ CD をセツトした 
とさに、どの層を優先的に再生するのか、ここであ 
5かじめ設定しておくことびできます。 


g 設定を変える場合はスキップボタン 
(■◄◄/►►〇を巧す。 


〇 

SACD (出荷時の設定）： 

スーミ ーオーディオ C □層を優先的に読み込みます。 
24または30ぺージの 2 ch / マルチ ch の切換び 
「2 ch 」 に設定されているとさは、2チヤンネルの層 
を再生します 。 「Multi ch 」 に設定されているときは、 
マルチチヤンネルの層を再生します。 

CD : 

C □層を優先的に読み込みます。 



♦ ここで選んだ層びディスクに収録されていない場合 
は、イ也の層を再生します。 

♦ ディスクの停止中に PLAY AREA ボタンで再生エ U 
アを切り換えた場合た]ページ)、ディスクを交換す 
るとここで選んだ設定に戻0ます。 


]9 



再生 



Q 本体の電源をオンにする。 


POWER 



電源ボタン ( P 日 WER ) を巧すたびに、電源のオン/才 
フび切り換わ0ます。オンのときは、電源ボタンの 
周囲とデイスプレーび点灯します。 


0ディスクのレーベル面を上にしてトレー 
の中央にのせる。 



♦ ディスクび中央のガイドか5かれた状態でトレーを 
閉じると、ディスクび中で引つかか0トレーび開か 
なくなることがあ0ますので、ディスクは必ずトレ 
—の中央のガイドにしっかり合わせて置いてくださ 
し、。 


♦本機を使巧するときは、接続してある機器 ( D / A コン 
バーター、アンプなど)の電源わオンにしてください。 

♦ W 日 RD ボタンをオンに設定している場含、電源を才 
ンにした直搜はワード信号を検知でさないため、デ 
イスプレーに 「WRD UNLOCK !」 や 「NO WORD !」 
び表示されますび、接続した機器の電源を入れて、 
ワード信号び□ックされれば、表示は消えます。 


口 OPEN/CLOSE ボタンを巧ず。 


OPEN/CLOSE 


'咬 


Q OPEN/CLOSE ボタンを巧す。 


OPEN/CLOSE 



シャッターび開き、ディスクトレーび手前に出ます。 


♦ 本機は方カニズムの構造上、トレーび開く前にピッ 
クアップを最か周に移動しますので、トレーび開く 
までに時間びかかります。 


ディスクトレーとシャッターび閉ま0ます。指を挟 
まないよラにごを意ください。 

♦ トレーの開閉中とディスクの読み込み中は、日 PEN / 
CL 日 SE ボタンのインジケーターび点滅します。 

♦ ディスクの読み込みにはをか時間びかか0ます。 
「1_日 ADING 」 (ディスク読み込み中)び表示されたあ 
と、ディスクの総巧数と総再生時間び表示されます。 


且 PLAY/PAUSE ボタンを巧ず。 

再生び始ま0ます。 


PLAY/PAUSE 


冷 
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一時停止するには 



咬 


再生中に PLAY / PAUSE ボタンを押すと再生び一時停 
止し、インジケーターび点灯します。 

もう一度 PLAY / PAUSE ボタンを巧ずと、再び再生び 
始まりまず。 


ディスクトレーを開閉ずるには 



OPEN/CLOSE 


冷 


日 PEN / CL 日 SE ボタンを押すとトレーび開定、もう一 
度巧すと閉まります。 

♦ディスクの再生中に日 PEN / CL 日 SE ボタンを押した場 
含は、トレーび開<のに数秒かかりまず。 


再生をやめるには 




再生エリアを切り換えるには 




ST 日 P ボタンを押すと再生び停止します。 


スーパーオーデイオ CD の中には、2チヤンネルとマル 
チチヤンネルび記録されたディスクや、 スーパーオー 
デイオ CD と CD の2層構造になっている八イブリツド 
ディスクびありまず。 


八イブリツドのスーパーオーディオ CD をセツトした 
状態で、停止中に PLAY AREA ボタンを巧すと、スー 
パーオーディオ CD の再生ェ U アを切 0 換える ことび 
でさます。 


♦ どの層を優先的に再生するのかあ5かじめ設定してお 
くことちでさます。 （18 〜]日ページ） 
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選曲 


数字キーで選んで再生するには 


早送り/早戻しするには(スキャン) 






再生中または停止中に数字キーを押すと、その曲か5 
再生を始めます。 


再生中に U モコンのスキャンボタン（イイ/ ►►) を押す 
と早送り/早戻しびできます。聴きたい部分び見つかつ 
たら、 PLAY ボタン (►) を巧してください。 


スキャンボタンをくり返し押すと、早送り 
/早戻しの速度び3段階に変わります。 


スキップするには 


〇 :早送り （1) 一早送り (2) —早送り (3) 

一通常の再生 

( - ) :早戻し （1) 一早戻し (2) —早戻しに） 

一通常の再生 



♦本体の場合は、再生中にスキップボタンを 
1秒政上押すと早送り/早戻しの速度び変わります。 


再生中に本体または U モコンのスキップボタン 
を押すと、前または懐ろの巧にスキップし 
て再生を始めます。 

♦ I ◄◄ボタンを]回押すと、再生中の巧の頭に戻ります。 
それより前に戻りたいときは、 I ◄◄ボタンを続けて巧 
して < ださい。 

ただし、巧の最初の1秒！;(内でボタンを巧した場 
合は、前の巧にスキップします。 

♦ 停止中または一時停止中に !◄◄ / ►►! ボタンを巧すと、 
選んだ巧の頭で一時停止状態にな0ます。 
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2 の場合： 2 
にの場合：+1日 一2 
20の場合： +10—+ 10— 0 


yo グラムされたトラック番号 



プ□グラムされた曲のを計時間を表示した搂、 
プ□グラム番号り〜3日)を表示します。 


プ□グラムを修正ずるには 

CLEAR ボタンを巧すと最後にプ□グラムした番号び 
消去でさます。 

プ□グラムを追加ずるには 

停止中または再生中に、数字キーで追加したい番号 
を選んでください。 

通常の再生に戻るには 

PR 日 GRAM ボタンを押すとプ□グラムモードは解除 
されます。プ□グラム再生中に PR 日 GRAM ボタンを 
押した場合は、そこか5通常の再生に戻0ます。 

♦ プ□グラム内容は消去されます。 

また、日 PEN / CL 日 SE ボタンを巧した場含ちプ□グ 
ラム内容は消去されます。 


プ□グラム再生 


聴きたい巧を聴きたい順に、3日®までプ□グラムできま 
す。 


D 停止中または再生中に program ボタン 
を巧ず。 

再生中の場含は、その巧び1番目にプ□グラムされ 
ます。 


r - -^ 



0 0 0 0 

0 0 0 0 


〇|-10 


錢 

^- 



已数字キーでプ□グラムしたい巧蚕を選ぶ。 


複数の巧をプ□グラムするとさは、続けて数字キー 
を押してください。 

数字キーを押し間違えたときは、 CLEAR ボタンを押 
すと最後にプ□グラムした曲だけを消まできます。 
そのディスクにを在しない番号はプ□グラムでさま 
せん。 


0プ□グラムび終わった5、 PLAY ボタン 
(►) を巧す。 

プ□グラム再生げ始まります。 

♦再生中にプ□グラムした場合は、 PLA 丫ボタンを巧 
す必要はありません。 


ごこ^— 





を：召 

lobb 


心0 0 0 0 0 

=rso{ 
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u ピート再生 



2 ch / マルチ ch の切換 


REPEAT 




再生中に REPEAT ボタンを押すたびに、 U ピートモード 
び変わ0ます。 

REPEAT TRK -► REPEAT DSC -n 
(トラック U ピート）（ディスク U ピート） 

- REPEAT OFF ^ - 

(通常の再生） 

REPEAT TRK (トラックリピート） 

再生中の曲をくり返し再生します。リピート再生中に 
他の巧を選ぶと、その巧をくり返し再生します。 

REPEAT DSC (ディスクリピート） 

再生中のディスクの全曲をくり返し再生しまず。 


プ□グラム 再生中は、 REPEAT ボタンを1回押すと、プ 
□グラムされている®をくり返し再生します。 

REPEAT PGM — | 

(プ n グラム u ピート） 

—— REPEAT OFF 户 
(通常のプ□グラム再生） 


♦ 再生を停止するとリピート再生は解除されます。 

♦ 下のボタンを巧すと U ピート再生は解除されます。 
STOP ボタン 
日 PEN / CL 日 SE ボタン 
電源ボタン 


停止中に 2 CH / MULTI ボタンを巧すたびに、 2 CH / マル 
チ CH の設定び切り換わります。 


2 ch 

2チャンネルの音青を出力します。スーパーオーディ 
才 CD のマルチチャンネルソースを再生すると、音声 
はフ□ントし R にダウン S ックスされます。（ダウン 
ミックスインジケーターび点灯します） 

ステレオ再生するときに選んでください。 

Multi ch (マルチ CH ) : 

已 .1 チャンネルの独立した音青び出力されます。 D - 
日3を3台使用する場合、またはマルチチャンネルの 
D / A ] ンバーターとし LINK で接続しているときに選 
んで < ださい。 

♦「Multi ch 」 に設定すると、已 .1 チャンネルインジケー 
夕一び点灯します。 
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ディスクの情報を見る ディマー 





再生中または一時停止中に CHSPLAY ボタンを巧すと、 
ディスプレーの表示び次のように切0換わります。 

♦停止中はディスクの総®数と総再生時間を表示しま 
す。 

♦ プ□グラム再生中はディスプレーの表示を切り換える 
ことはでさません。 


本体のディスプレーとボタンインジケーターの明るさを4 
段階で調節できます。 

FL Dimmers (通常の明るさ） 

I 

FL Dimmers 

I 

FL Dimmer 1 

I 

消灯 ■ - ■ 



再生中のトラック番号 再生中のトラックの 

, 経過時間 


► 

TRACK REMAIN 


I 

再生中のトラックの蔑り時間 

\ 

► 

TRACK TOTAL 


T 

ディスクの経過時間 

\ 

► 

TRACK TOTAL REMAIN 


I 

ディスクの残り時間 


♦消灯中に再生ボタンなどを押すと、約3秒間だけディ 
スプレーび点灯します。 

♦ r 消灯」を選んだ場を、電源をオフにすると消巧は解除 
され、次に電源を入れたときは Dimmer ] の明るさに 
なります。 
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アップコンパ’ート 


CD の 44.1 kHz のサンプリング周波数を、 ] 倍、2倍また 
は4倍にアップコンバートして出力することびでさます。 
CD の PCM 信号を、 DSD 信号に変換して出力することも 
でさます。 

アップコンバートボタンを]回押すと、現在の設定び表示 
されます。設定を変更するとをは、アップコンパ’ートボ 
タンを続けて押してください。 

ボタンを巧してか53秒経つと、通常の表示に戻0ます。 



冷 


CONV 44.1 

CD の44.] kHz のサンプリング周波数を、1倍にアツ 
プコンバートして出力します。 

CONV 88.2 

CD の44.] kHz のサンプリング周波数を、2倍にアツ 
プコンバートして出力します。 

CONV 176.4 

CD の44.] kHz のサンプリング周波数を、4倍にアツ 
プコンバートして出力します。 

♦ デジタル出力 （1 8ページ)び DUAL に設定された状態で 
17目.4を選ぶと、 XLR 1( L ) 端テからは88ぶ kHz の L 
チヤンネルを、 XLR 2( R ) 端テか5は88.2 kHz の R チ 
ヤンネルを出力します。 

2本の XLR ケーブルを使って 、 Dual AES 対応の D/A 
コンバーターと接続しておいてくださし、。 


♦スーパーオーデイオ仁 D は、 DSD 信号 （ Ibit 日 4 fs ) を 
そのまま出力しますので、アップコンバートしません。 

♦ デジタル出力 （1 目ページ)び DUAU こ設定された状態で 
44.1 または日 FF を選ぶと、データを出力でさません。 
88.2 または] 7目.4を選んでください。 

♦ LLINK 端テか5は、アップコンバートした信号および 
日 SD に変換した信号は出力できません。 

RCA 端テか5は、 DSD に変換した信号は出力でさま 
せん。詳しくは]日ページの表をご覧ください。 


CONV DSD 

XLR 端テを ES 丄 INK 対応機器と接続している場含は、 
C 日の PCM 信号を、スーパーオーディオ CD で使われ 
ている DSD 信号 (1 bit 目 4 fs ) に変換して XLR 端テか5 
出力することびでをます。（化の端テか5は出力でさま 
せん） 


CONV OFF 

アップコンバート機能をオフにします。 
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ワードシンク 


エソテリック D- 日3や G-O/G- Os など、外部同期信号(ワ 
ードク□ック)を出力する機器と接続し、システムの同期 
(ク□ック)を一元化して再生するときや、内部ク□ックの 
かわ0に高精度なか部ク□ックでシンク動作させるとさ 
に使用します。 


本体の WORD ボタンを}甲ずたびに、 つー ドシンクのオン 
とオフが切り換わりまず。 



冷 


♦本機は政下のク□ックに対応しており、入力された信 
号によって自動的に切り換わります。 

44.1kHz、88.2kHz、 1 OOkHz、 17目. 4kHz、 

本機はユニバーサルク□ック （ 1 OOkHz ) に対応しています。 


♦「Word 日 N」 を選ぶと、インジケーターび点滅してが 
部ク□ックをサーチします。ク□ックを感知して□ッ 
クすると点灯(青)に変わり、外部同期による再生び可 
能になります。 


♦あ5かじめ WORD S 丫 NC 端テを接続しておし、てくだ 
さい。 


♦ワードシンクのオン/オフを切り換えると、 D/A コン 
バーターか5ノイズび出ることびあります。本機を停 
止して、アンプの音量を絞ってか5操作してください。 


I- ► Word ON - 

I— Word OFF (通常の再生) 
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設定について 



□ SETUP ボタンを巧ず。 



設定モードにな0、 GUI インジケーターび点打しま 
す。ディスプレーに最初の項目 (AucHoSetLip) び表 
示されます。 


♦ディスクの再生中でも設定モードにでをますび、変 
要でをない項目びあります。変更したい場合は再生 
を停止して < ださい。 

♦設定モードを中断する場含は、わラー度 SETUP ボ 
タンを巧してください。 


§1方向ボタンで設定ずる項目を選ぶ。 



A 



V 


□ 方向ボタン(上下)で設定したい選択肢を選 
んで ENTER ボタンを巧ず。 



各設定内容については、3日〜32ページをお読みく 
ださし、。 

数値を設定する場含は、方向ボタン(上下)で変わ0 
ます。 （ENTER ボタンを押す必要はあ0ません） 


複数の項目を設定する場含は、百〜 E! の操作をく 
り返してください。 


g 設定が終わった5、 SETUP ボタンを巧し 
て設定を終了ずる。 



♦ 設定項目は何層にちなっていますので、次のページ 
の表を参照して方向ボタンで選んでください。 

最下層の選択肢には、ディスプレーの表示の最初に 
「>」び付いています。 

戻るとさには、方向ボタン(左と上)を押すかわ0に、 
RETURN ボタンでち上位の項目に移動します。 
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AudioSetup ^ - 

(曰户曰ス疋； 

> 

2 ch/Multi -各選択肢へ 
(2 ch/ マルチ ch 切換） 


Stream Out ィ■今各選択肢へ 
リ. LINK 出力の設定） 


CD Direct 牛^各選択肢へ 
に□ダイレクト） 


GeneralSet 
(環境設定） 

i 

SP Setup -< - SP Size -< ~~ L/R Size ——各選択肢へ 

(スピーカー設定）（スピーカーサイズ） （フ□ント） 


CSize ィ~~各選択肢へ 
(センター) 

♦ 

SR/SL Size -< —各選択肢へ 
(サラウンド） 


SW ON/OFF 各選択肢へ 

(サブウー八一） 


Distance ~~ L/R * *m —数値入力画面へ 
(スピーカー距離） （フ□ント） 

‘‘ t 

C **m ィー数値入力画面へ 
(センター） 

♦ 

SR/SL * *m -数値入力画面へ 
(サラウンド） 


SP Level ィ- ► LR *** *cl 目ィ■卡数値入力画面へ 

(スピーカーレベル） （フ n ント） 

♦ 

C *** *cl 目 ィ > 数値入力画面へ 
(センター) 

♦ 

SR *** *-cl 巨ィ■令数値入力画面へ 
(サラウンドち） 

♦ 

SL *** *clB 牛^数値入力画面へ 
(サラウンド左） 


SW *** *clB ィ■卡数値入力画面へ 
(サブウー八一） 

♦ 

Test Start 
(テストI-ーン開始） 


Test Tone 夺 
(テストトーン長さ) 


各選択肢へ 
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曰ド巧疋 


2ch/ マルチ Ch の切換 (2ch/Multi) 

>のついた項目を方向ボタン（上下）で変更して、 
ENTER ポタンを巧してください。 


2 ch (ステレオ、出荷時の設定）： 

2チャンネルの音青を出力します。マルチチャンネル 
の音声は、2チャンネルにダウン5ックスして出力し 
ます。 

Multi ch (マルチ CH ) : 

己.1チャンネルの独立した音青び出力されます。 
し UNK(AUDIO) 端テをマルチチヤンネルの D/A コン 
バーターと接続しているとさに選んでください。 


し LINK 出力の設定 (Stream Out) 


CD の再生時に LUNK(AUDI 日)端モか5出力する信号 
の種類を切り換えまず。 

>のついた項目を方向ボタン（上下）で変更して、 
ENTER ボタンを巧してください。 


ON (オン）： 

CD 再生時に、目日目已8モード(スト U- ム)で出力しま 
す。 

OFF (オフ）： 

CD 再生時に、 U ニア PCM デジタル信号を出力します。 


♦接続した機器によっては、日 FF に設定すると信号を認 
識できないことびあ0ます。その場含は日 N に設定し 
て < ださい。 

♦スーパーオーディオ CD の再生時は、どち5に設定し 
てち常に DSD 信号を出力します。 


CD ダイレクト （CD Direct) 

>のついた項目を方向ボタン（上下）で変更して、 
ENTER ボタンを押してくださし、。 


Direct (ダイレクト、出荷時の設定）： 

スピーカー設定などの回路をバイパスします。2チヤ 
ンネルでお聴きになる場合などはこち5を選択してく 
ださい。 

Normal (ノーマル）： 

本機でスピーカー設定をしてマルチチヤンネルでお聴 
さになる場合などはこちらを選択してください。 


工場出荷時の状態に戻ずには 



設定した内容は、電源プラグを抜いた状態で放置して 
ち半永久的に保持されまず。 

L 处下の操作をすると、設定した内容を工場出荷時の状 
態に戻し、すべての^モリーを消去します。 

1. 電源をオフにずる。 

電源びオンだった場合は、オフにしてから3日秒1；( 
上待ってください。 

2. STOP ボタンを巧しなが5電源ボタンを巧ず。 

電源びオンになりディスプレーび点灯するまで、 
ST 日 P ボタンか5指を離さないでください。 
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スピーカー 設定 


スピーカーのサイズ設定 （SP Size ) 

スピーカーのレベル調節 （SP Level ) 

フ□ントスピーカー (L/R)、 センタースピーカーに)、 
サラウンドスピーカー (SR/SL)、 サブウー八一 (SW) 

を別々に設定でをます。 

>のついた項目を方向ボタン（上下）で変更して、 
ENTER ボタンを巧してください。 

各スピーカーのバランスを調節します。 

各項目の数値を方向ボタン(上下)で変更してくださ 
し、。各スピーカーとも、 一] 2d 巨〜目 dB の範囲で 
日.已 d 目刻みで調節できます。 

Large (ラージ、出荷時の設定）： 

低音まで再生できる大きいスピーカーを使ラ場合は、 
こち5を選択してください。 

L/R :フ□ントスピーカー 

C :センタースピーカー 

SR :ヴラウンドスピーカーち 

SL :ヴラウンドスピーカー左 

Small (スモール）： 

ルさいスピーカーを使う場含はこち5を選択してくだ 
さい。 「Small」 を選択したチヤンネルの低音はヴブウ 
—八一か5出力されます。 

SW :サブウー八一 

OFF (なし）： 

そのチヤンネルのスピーカーを使わない場合、 

「日 FF」 を選択してください。 rOFF」 に設定したチヤ 
ンネルの音青は他のチヤンネルに振り分け5れます。 

♦ L/R は「日 FF」 にでをません。 


ON (あり、出荷時の設定）： 

サブウー八一を使巧する場含は r 日 N」 を選んでくださ 
しん 


♦ フ□ントスピーカーの 「Small」 とサブウー八一の 
「日 FF」 は同時には選択でさません。 
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スピーカー 設定 （続き ) 


r スピーカーの距離設定」、「テストトーン開始」、「テスト 
卜ーンの長さ」は、将来 P -03 のノ（ージョンアツプで DVD 
オーディオに対応したとさに必要になる設定です。 

CD およびスーパーオーディオ CD の再生には関係ありま 
せんので、本機をパージョンアップしていない場合は、 
設定ずる必要はありません。 


スピーカーの 距離設定 (Distance) 

同ーサイズのスピーカーを視聴位置か5等距離に配置 
するのび理想です。等距離に置けない場含、視聴位置 
か5各スピーカーまでの距離を設定します。 

各項目の数値を方向ボタン(上下)で変更してくださ 
い。 


フ□ントス ピーカー （ L / R ) : 

日. 3 m 〜9.日 m の範囲で日.1 m 刻みで設定できます。 
工場出荷時は 3 m に設定されています。 

センタースピーカー （ C ) : 

フ n ントスピーカーの設定より] .7 m 短い距離から、 
フ□ントスピーカーと同じ距離まで、日. Im 刻みで設 
定でさます。 

工場出荷時の設定では、フ□ントスピーカーの設定と 
同じ値になります。 

サラウンド スピーカー （ SR / SL ) : 

フ□ントスピーカーの設定より日 m 短い距離か日、フ 
□ントスピーカーと同じ距離まで、日. Im 刻みで設定 
できます。ただし、最ル値は日 m です。 

工場出荷時の設定では、フ□ントスピーカーの設定と 
同じ値になります。 


♦ L / R の設定値を変更すると、 C と SR / SL の設定値も同 
時に変わります。 L / R を設定してか日 C と SR / SL を設 
定してください。 

♦ L / R の距離び設定範囲がのとをは、 C と L / R 、 SR/SL 
と L / R の差び含ラよラに数値を設定してください。 


テストトーン開始 (Test Start) 

テストトーンを使ラと、各スピーカーか5の音を聴さ 
なび5レベルを調節できます。 

1. 「Test Start 」 の項目を表示して、 ENTER ボタンを 
押します。 

2. 音を聴さなび5、方向ボタン(上下)で各スピーカー 
の項目に移動し、ち向ボタン(ち)を押します。 

3. 方向ボタン(上下)で各項目の数値を調節してくださ 
い。 

♦上位の項目に移動すると、テスト!-ーンは停止しま 
す。 

♦テスト I -ーンの音量びルさくて聞こえない場合、ま 
たは大きすざる場合は、アンプ側で音量を調節して 
<ださい。 


テストトーンの長さ (Test tone) 

レベル調節のときに出力するテスト I -ーンの長さを変 
えることびできます。方向ボタンでお好みの長さを選 
んで ENTER ボタンを巧して < ださい。 

>のついた項目を方向ボタン（上下）で変更して、 
ENTER ボタンを押して < ださし、。 

2 sec (巧少)、巳 sec (已秒)、 ] 日 sec ( l 日秒)か日選ぶこ 
とびでをます。 
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ブ □ック. ダイアグラム 


Esoteric 
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困ったとさは 


本機の調テびおかしいときは、ヴービスを依頼される前に政下の内容をちラー度チェックし 
てください。また、本機];(がの原因ち考え5れます。接続した機器の使用方法も合わせてご 
確認ください。 

それでち正常に動作しない場をは、お買い上げの販売店または弊社ヴービス部門にご連絡く 
ださい。 

電源が入5ない。 

♦ 電源プラグをコンセントに差し込んでください。 

リモコンで操作できない。 

■►本体の電源をオンにしてください。 （20 ページ） 

♦電池び消耗していた5、2本とち新しい電池に交換してください。 （17 ページ） 

本体とリモコンの間に障害物びあると操作できません。本体の正面か57メートル内の 
距離で、本体の方を向けて操作してください。 （17 ページ） 

テレビなどが誤動作ずる。 

ワイヤレス U モコン機能を持つテレビの一部には、本機のリモコン操作によ0誤動作す 
るちのびあります。 

再生でさない。 

-► ディスクをトレーの中むに正しくセットしてください。 

今ディスクび裏返しになっている場合は、ディスクのレーベル面を上にして入れ直してく 
ださい。 

■►ディスクび汚れている場含は、ディスクを拭いてください。 （9 ページ） 

■►本機の内部び結露している場含は、電源を入れて1、2時間放置してください。 （8 ぺ一 
ジ） 


ボタンを巧しても反応しない。 

■►続けてボタンを押すと、機械側び対応でをずに動作しないことびあります。ボタンを押 
すとさは、機械び反応するまでかしお待ちください。 

雑音がずる。 

♦ テレビなど強い磁気を帯びたわのか5はでさるだけ離して設置してください。 

スピーカーか6音が出ない。音が歪む。 

今 D / A コンパ'-夕一、アンプ、スピーカーとの接続を確認してください。 （1 日ぺージ） 
■►接続した端子にをわせて、デジタル出力を切り換えてください。 （1 日ページ） 

♦ アンプなどの音量を調節して < ださし、。 

今ディスクび巧れている場含は、ディスクを拭いてください。 

♦ 一時停止中は音び出ません。再生ボタンを巧して通常の再生に戻してください。 
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スーパーオーディオ CD のデジタル音声を出力でさない。 

命スーパーオーディオ CD のデジタル音声を出力するためには、エソテ U ックの ES - UNK 巧 
応の D / A コンバーター ( D -03 または□-日1)、または i . LINK ( AUDI 日)端子のある D / A コン 
バーターび 必要です。 

マルチチヤンネルの音声を出力するためには、し UNK ( AUDI 日)端テをマルチチヤンネル 
対応の D / A コンバーターと接続し、 「2 ch / Multi 」 の設定を 「Multi ch 」 にしてくださし、。 
(24. 30ぺージ） 


WORD インジケーターが点滅ずる。 

■►ワードク□ックび入力されてない時は、ワードシンクはオフにしてください。 （27 ぺ一 
ジ） 

♦同期でをない信号び入力されている可能性びあ0ます。ワードシンク端テの接続や、接 
続している機器の設定を確認してください。 

FNo Word !」 が表示される。 

-► ワードク□ックび入力されていません。か部マスターク□ックジェネレーターとの接続、 
マスターク□ックジェネレーターの電源や出力状態を確認してください。 

■►ワードク□ックび入力されてない時は、ワードシンクはオフにしてください。 （27 ぺ一 
ジ） 

rword Error 」 が表示される。 

♦同期でをない信号び入力されている可能性びあ0ます。ワードシンク端テの接続や、接 
続している機器の設定を確認してください。 

rWRD UNLOCK !」 な<表示される。 

♦ 入力されているワードク□ックを□ックできません。接続している機器の設定を確認し 
てください。 （27 ページ） 

ディスクトレーの開閉時に [TRAY ERR !」 が表示される。 

♦ディスクトレーの前に障害物びあったり、ディスクび正しくセットされていないと、開 
開の途中でトレーび止ま0 、 「TRAY ERR !」 び表示されます。原因を取り除いてか5 
日 PEN / CL 日 SE ボタンを巧せば、トレーは元の位置に戻0ます。 


本機はマイコンを使用しておりまずので、が部か6の雑音やノイズ等によって正常な動作を 
しなくなることがありまず。このような場合は一旦電源を切り、約1分後にさ台めか5操作し 
て < ださい。 
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仕様 


再生可能ディスク 

スーパーオーディオ CD 、 CD 、 CD - R 、 CD-RW 


—般 

電源 . 1日日 V AC 己日-日日 Hz 

消費電力 . 24 W 

がお寸法 ( WxHxD 、 突起部含まず） 

44已 mmx 1已曰 mmx 42 曰 mm 

質量 .30 kg 

許容動作温度 . 十日で〜十3己で 

許容動作湿度 . 日％〜8已％(結露のないこと) 

許容保管温度 . 一2日で〜+已已で 


デジタル出力 

XLR 端テ X 2 系統 （ ES - UNK および Dual AES 出力時は、 
2つの端テを使用するので1系統になります） 

し LINK ( ALO 日)端子 X ] 系統 

RCA 端テ XI 系統 


ワー ドシンク入カ フォー マット 

端子 . BNCX 1 

入力巧能周波数（矩あ波） 

44.1 kHz 、88.2 kHz 、 1日 OkHz 、] 7色. 4 kHz 

入カレベル . TTL レベル相当/7曰 n 

ワードク□ック入力周波数レンジ . ±1日 ppm 


付属品 

電源コード X ] 

リモコン ( RC - 白 85) X 1 
リモコン巧乾電池禅 3) x 2 本 
フエ J レト X 3 枚 
取扱説明書 X ] 

ご愛用者力ード XI 


取扱説明書のイラストび一部製品と異なる場含があります。 
仕様及び外観は改善のため予告なく変更することびありま 
す。 
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保 SE とアフターサービス 


■保証書 

保証書はご愛用ちカードと引を換えに発行いたしまず。 

添付のご愛巧者カードに必要事項を御記入の上、速やか 
にお送りください。保証書び届走ました5、保証内容を 
ご確認の上、大切に保管してください。 

保証期間はお買い上げ曰か5—年です。 

無料修理規定 1 

1. 取扱説明書、本体貼付ラベルなどの注意書に従った正常な使用状態で保 

記期間巧に故障び発生した場合には、弊社サービス部門び無料修理いた I 
します。 I 

2. 保証期間巧に故障して無料修理を受ける場合は、な証書をご堤示の上、弊 


当社は、この製品の補修用性能部品(製品の機能を維持す 
るために必要な部品)を製造巧ち切り後8年間保有してい 
ます。 

■ごす明な点や修理に関ずるご相談は 

修理に関するご相談、並びにご不明な点は、お買い上げ 
の販売店または弊社ヴービス部門屬表紙に記載)にお問い 
合わせください。 

■修理を依頼されるとさは 

34ぺージの旧ったときは」に従って調べていただき、な 
お異常のあるとをは使用を中止し、必ず電源プラグをコ 
ンセントか5巧いて、お買い上げの販売店または弊社ヴ 
-ビス部門にご連絡ください。 

なお、本体の故障ちしくは不具合により発生した付随的 
損害(録音内容などの補償)の責についてはご容赦 < ださ 
い。 

保証期間中は 

修理に際しましては保証書をご提示ください。 

保証書の規定に従って、修理させていただをます。 


保証期間が過ぎているときは 

修理すれば使用でさる場含は、ご希望により有料にて修 
理させていたださます。 

修理料金の仕組み 

技術料：故障した製品を正常に修復するための料金です。 

測定機等の設備費、技術者の人件費、技術教育 
費び含まれています。 

部品代：修理に使用した部品代金です。 

その他修理に付帯する部材等を含む場合わあり 
ます。 

出張料：製品のある場所へ技術者を派遣する場含の費巧 
です。 

修理の際ご連絡いただきたい内容 

型る： スー パーオーデイオ CD / CD トランスポート 
P -03 

お買い上げ曰： 

販売店名： 

お客様のご連絡巧 

故障の状況(できるだけ詳しく） 


分解-改造禁止 

この機器は絕巧に分解-改造しないでください。 

この機器に対して、当社指定のサービス機関し^がによ 
る修理や改造び行われた場合は、保証期間内であって 
ち保証対象がとなります。 

当社指定のサービス機関政がによる修理や改造によっ 
てこの機器び故障または損傷した0、人的•物的損害 
び生じても、当社は一切の責任を負いません。 


音のエチケット 

楽しい音楽わ、場合によっては大変気 
になるをのです。静かな夜間には小さ 
な音でちよく通り、隣近所に迷惑をか 
けてしまラことびおります。 

適当な音量をむびけ、窓を閉めた〇へッドホンを使用 
するなどして、お互いに快適な生活環境を守りましょ 
ラ。 

このマークは音のェチケットのシンボルマークです。 


37 


社サービス部門またはお買い上げの販売店に修理をご依頼ください。商 
品を送付していただく場合の送付ち法については、き前に弊社サービス 
部門にお問い合わせください。なお、離島および離島に準じる遠隔地へ 
の出張修理を行った場をは、出張に要ずる実費を申しをけまず。 

3. ご転居、ご贈答品等でお買い上げの販売店に修理をご依頼になれない場 
合は、弊社サービス部門にご連絡ください。 

4. 次の場合には保西期間内でも有料修理となりまず。 

(1) ご使巧上の誤りおよび不当な修理や改造による故障および損傷 

(2) お買上げ後の輸送-移動-落下などによるお障および損傷 

(3) 乂が、地震、水害、落雷、その他の天が地変、公害や異常電圧によ 
る故障および損傷 

(4) 接続している他の機器に起因する故障および損傷 

(己）業務用の長時間使巧など、特に苛酷な条件下において使巧された場 
合の故障および損傷 

(6) メンテナンス 

(7) な証書の提示びない場合 

旧）な記書にお買上げ年月曰、お客様名、販売店名(印)の記入のない場 
合、あるいは字句を書き替え6れた場合 
巳.保罰書は日本国内においてのみ有効です。 

This warranty is valid only in Japan. 

日.保証書は再発行いたしませんので、紛失しないよラ大切にな管してください。 


■補修用性能部品の保有期間 











株式会社テイアックエソテリックカンパニー 

干 206-8530 東京都多摩市落合1 -47 http :// www . teac . co . jp/av 


この製品のお取り扱い等に関するお問い合わせは 

AV お客様相談室までご連絡ください。お問い合わせ受付時間は、 

±•日-祝日•辟社休業日を除く 9:30〜1を0日/13:00〜17:日0です。 

AV お客様相談室 

査 5 0570 -000-701 

JtflYWU 一般電話-公衆電話からは市内通話料金でご利用いただけます。 


干 206-8530 東京都多摩市落合1 -47 

電言舌： 042-3 已 6-923 己 / FAX : 042-3 已 6-9242 


故障-修理や保守についてのお問いをわせは 

ティアック修理センターまでご連絡ください。 

お問い合わせ受付時間は、± •曰■祝日-興社休業日を除く 9:30〜17:0日です。 

ティアック修理センター 

0570 -000-501 

一般:電話-公衆電話からは市内通話料をでご利ただけます。 


干19日-1232東京都西多摩郡瑞穂町長岡 2-2-8 
電言舌：日42-已已 6-2280 / FAX : 042-曰己 6-228] 


♦ナビダイヤルは全国どこからお掛けになってち市内通話料金でご利用いただけま 
す 。 PHS • IP 電話などか5はナビダイヤルをご利用いただけませんので、通常の 
電話番号にお掛けください。 

♦新電電各社をお使いの場合はナビダイヤルをご利用いただけないことびあ0ます。 
その場合はご契約されている新電電各社へお問い合わせいただくか、通常の電話 
番号にお掛けください。 

•住所や電話番号は、予告なく変更ずる場含があります。あらかじめご了承ください。 
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